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し
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い
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す
。
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は
じ
め
に

　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
は
、
水
産
資
源
や
観
光
な
ど
海
の
恩

恵
を
受
け
る
一
方
、
せ
ま
い
国
土
か
ら
採
れ
る
必
要
な
資
源
の
量
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
必
要
な
食
料
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
多
く
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
船
で
日
本
へ
運
ん
で
い
ま
す
。

　「
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
賞
」は
全
国
の
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ
ら
貿
易
を
担
う「
海
運
」

な
ど
の
海
事
産
業
や
そ
れ
に
か
か
わ
る「
船
」や「
港
」に
つ
い
て
学
び
、

そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
２
０
１
３
年
か
ら
開
催
し
、

今
年
度
で
13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
の
応
募
数
は
１
５
３
１
作
品（
小
学
生
部
門
９
６
８

作
品
、
中
・
高
校
生
部
門
４
８
３
作
品
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
80
作
品
）

で
し
た
。

令
和
８
年
３
月

公
益
財
団
法
人
　
日
本
海
事
広
報
協
会

公
益
財
団
法
人
　
日
本
海
事
広
報
協
会

国
土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
、
海
上
保
安
庁
、

全
国
連
合
小
学
校
長
会
、

全
日
本
中
学
校
長
会
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会
、

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
、

全
国
新
聞
教
育
研
究
協
議
会
、

一
般
社
団
法
人
日
本
船
主
協
会
、

一
般
社
団
法
人
日
本
造
船
工
業
会
、

一
般
社
団
法
人
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
、

公
益
社
団
法
人
日
本
港
湾
協
会
、

日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
、

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
客
船
協
会

主  

催
後  

援
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小
林

　豊
茂

全
国
新
聞
教
育
研
究
協
議
会
　
理
事
長
　

今
年
は
例
年
に
な
く
、
全
国
の
幅
広
い
地
域
か
ら
多
く
の
作
品
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
作
品
で
は
、レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
、
内
容

を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
・

高
校
生
か
ら
は
、
海
や
船
、
港
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
全
体
的
に
工
夫
や
特
徴
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
、
読
み
ご
た
え

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
防
災
や
文
化
と
い
っ
た
視
点
を
取
り
入
れ
た

テ
ー
マ
も
多
く
、
読
み
手
を「
な
る
ほ
ど
！
」と
思
わ
せ
る
作
品
が
目
立

ち
ま
し
た
。

今
年
も
楽
し
く
作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
港
」を
テ
ー
マ

に
し
て
も
、
港
湾
機
能
や
防
災
、
文
化
的
側
面
な
ど
、
多
様
な
切
り
口

で
表
現
さ
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

作
品
は
情
報
量
の
豊
富
さ
と
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
が
特
徴
的
で
し
た
。

一
方
で
、
手
書
き
作
品
か
ら
は
温
か
み
の
あ
る
色
使
い
や
作
者
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
選
考
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
方
法
の
良

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る

「
国
土
交
通
大
臣
賞
」は
、審
査
委
員
が
選
出
し
た
上
位
作
品
の
中
か
ら
、

金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
が
小
学
生
部
門
、
中
学
生
・
高
校
生
部
門
各

１
点
を
選
定
し
ま
し
た（
作
品
は
4
、
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

黒
川

　久
幸

東
京
海
洋
大
学
　
教
授
　

（
写
真
提
供
：
国
土
交
通
省
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

審
査
委
員
紹
介
・
審
査
講
評

国
土
交
通
大
臣
賞  

大
臣
選
評

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教
育
学
博
士
　
　

船
へ
の
強
い
愛
が
伝
わ
る
内
容
が
多
く
、
心
に
残
る
応
募
作
品
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
運
河
や
災
害
時
に
お
け
る
船
の
働
き
な
ど
、
日
常
で

は
見
逃
し
が
ち
な
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
多
様
な
視
点
で
海
や
船
を
捉
え
て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
、

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま
す
。
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
追
究
す
る
姿
勢

は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
重
要
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。
応
募

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
児
童
や
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
海
や
船
を
手
が
か

り
に
、
自
分
の
関
心
を
持
っ
た
テ
ー
マ
を
深
く
追
究
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
取
材
に
足
を
運
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
な
り
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
応
募
者
一
人
ひ
と
り
に
共
通

し
て
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
視
点
や
表
現
が
生
ま
れ
て
く

る
の
か
、
来
年
の
作
品
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
構
成
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
見
ら
れ
、
内
容
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
取
材
を
通
し
て
得
た
体
験
を
的
確
に
記
事
へ
落
と
し
込
ん
で
お
り
、
並
々
な
ら
ぬ
努

力
が
う
か
が
え
ま
す
。
小
学
生
と
は
思
え
な
い
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、
今
後
さ
ら
に
視

野
を
広
げ
た
作
品
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
に
対
す
る
視
点
が
斬
新
で
、
読
み
手
を
強
く
意
識
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
背
景
を
展
開
し
な
が
ら
、
自
身
の
考
え
を
表
現
し
て
お
り
、
高
い
文
章
力
と
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
聞
と
し
て
の
完
成
度
も
高
く
、
作
品
を
通
し
て
社
会
的
な
問
題
へ

の
意
識
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
点
も
高
く
評
価
し
ま
す
。

岡
部

　直
己

（
公
財
）
日
本
海
事
広
報
協
会
　
理
事
長
　
　

「
海
の
工
事
船
新
聞
」

「
敦
賀
港
〜It looked

 like heaven,too

〜
」

　

東
京
都
　
宝
仙
学
園
順
天
堂
大
学
系
属
理
数
イ
ン
タ
ー
中
学
校
３
年

に
し
　 

む
ら
　
　
　 

り
ょ
う
　
す
け

西
村  

亮
祐

宮
城
県  

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
６
年

あ
　
　 

べ
　
　
　
　  

ひ
で
　 

あ
き

阿
部  

英
明

小
学
生
部
門

中
学
生
・
高
校
生
部
門

〈
選 

評
〉

〈
選 

評
〉

大
臣
選
評
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ー
ナ
リ
ス
ト
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る

「
国
土
交
通
大
臣
賞
」は
、審
査
委
員
が
選
出
し
た
上
位
作
品
の
中
か
ら
、

金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
が
小
学
生
部
門
、
中
学
生
・
高
校
生
部
門
各

１
点
を
選
定
し
ま
し
た（
作
品
は
4
、
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

黒
川

　久
幸

東
京
海
洋
大
学
　
教
授
　

（
写
真
提
供
：
国
土
交
通
省
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

審
査
委
員
紹
介
・
審
査
講
評

国
土
交
通
大
臣
賞  

大
臣
選
評

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教
育
学
博
士
　
　

船
へ
の
強
い
愛
が
伝
わ
る
内
容
が
多
く
、
心
に
残
る
応
募
作
品
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
運
河
や
災
害
時
に
お
け
る
船
の
働
き
な
ど
、
日
常
で

は
見
逃
し
が
ち
な
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
多
様
な
視
点
で
海
や
船
を
捉
え
て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
、

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま
す
。
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
追
究
す
る
姿
勢

は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
重
要
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。
応
募

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
児
童
や
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
海
や
船
を
手
が
か

り
に
、
自
分
の
関
心
を
持
っ
た
テ
ー
マ
を
深
く
追
究
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
取
材
に
足
を
運
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
な
り
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
応
募
者
一
人
ひ
と
り
に
共
通

し
て
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
視
点
や
表
現
が
生
ま
れ
て
く

る
の
か
、
来
年
の
作
品
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
構
成
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
見
ら
れ
、
内
容
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
地
取
材
を
通
し
て
得
た
体
験
を
的
確
に
記
事
へ
落
と
し
込
ん
で
お
り
、
並
々
な
ら
ぬ
努

力
が
う
か
が
え
ま
す
。
小
学
生
と
は
思
え
な
い
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、
今
後
さ
ら
に
視

野
を
広
げ
た
作
品
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
に
対
す
る
視
点
が
斬
新
で
、
読
み
手
を
強
く
意
識
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
背
景
を
展
開
し
な
が
ら
、
自
身
の
考
え
を
表
現
し
て
お
り
、
高
い
文
章
力
と
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
聞
と
し
て
の
完
成
度
も
高
く
、
作
品
を
通
し
て
社
会
的
な
問
題
へ

の
意
識
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
点
も
高
く
評
価
し
ま
す
。

岡
部

　直
己

（
公
財
）
日
本
海
事
広
報
協
会
　
理
事
長
　
　

「
海
の
工
事
船
新
聞
」

「
敦
賀
港
〜It looked

 like heaven,too

〜
」

　

東
京
都
　
宝
仙
学
園
順
天
堂
大
学
系
属
理
数
イ
ン
タ
ー
中
学
校
３
年

に
し
　 

む
ら
　
　
　 

り
ょ
う
　
す
け

西
村  

亮
祐

宮
城
県  

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
６
年

あ
　
　 

べ
　
　
　
　  

ひ
で
　 

あ
き

阿
部  

英
明

小
学
生
部
門

中
学
生
・
高
校
生
部
門

〈
選 

評
〉

〈
選 

評
〉

大
臣
選
評
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国土交通大臣賞

海の工事船新聞
宮城県　聖ドミニコ学院小学校

阿部 英明（6年）



5

小学生
部門 大変光栄な賞をいただき誠にありがとうございます。取材に協

力してくださった国土交通省塩釜港湾・空港整備事務所、株式会
社丸本組、五洋建設株式会社の皆様に改めて感謝申し上げます。
私は、海と船が大好きなので、将来は船や港に関わる仕事に就
きたいと思っています。今回の受賞を励みに、その目標を実現で
きるようがんばります。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

関東大震災と船
東京都　大田区立入新井第五小学校

青木 史織（5年）
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小学生
部門 自分は、この新聞をつくるにあたって、船の博物館の職員さんに

直接、話を聞きに行きました。知らなかったことがたくさんあり、
みんなにも伝えたいと思い、新聞を書きました。４コマ漫画を描
いたり、知らない人のために「ちなみに」というスペースで説明
をしたりして、船のことを知らない人たちが楽しく学ぶことがで
きるような工夫をしました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞

はまなみ新聞
東京都　町田市立町田第四小学校

宮田 愛花（3年）



9

小学生
部門 いつもお姉ちゃんが選ばれているので、私も賞を目指してワクワ

ク楽しい気持ちで新聞を作りました。受賞のお知らせをもらった
時は、飛び跳ねるくらい嬉しかったです。字をたくさん書いて手
が疲れたけれど、「はまなみ」で、あいうえお作文を作るのが楽
しかったです。すごい賞に選んでいただいて、ありがとうござい
ました。

受賞者
コメント
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優 秀 賞

海上輸送の王者 コンテナ船
東京都　大田区立入新井第五小学校

上條 佑（5年）
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小学生
部門 海の上を進むコンテナ船が、ぼくたちの生活を支えていることを

伝えたくて新聞を書きました。お母さんの仕事や大井ふ頭をきっ
かけに調べて、海上輸送のすごさを知りました。これからも船の
ことを調べて、もっと知っていきたいです。

受賞者
コメント
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優 秀 賞
スエズ運河を訪れて

スエズ運河の今
エジプト　カイロ日本人学校小学部

其山 莉子（6年）
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小学生
部門 私は修学旅行でスエズ運河を訪れ、その歴史や良さを学ぶこと

ができました。特に、シュミレーションルームは、まるで自分が
船を操縦しているようで、心が弾みました。優秀賞に選んでいた
だき、ありがとうございます。この新聞で、スエズ運河に興味を
もっていただけるとうれしいです。

受賞者
コメント



14

佳　作

未来につなげ 私たちの船
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

真柄 柚那（5年）

船と島新聞
東京都　町田市立町田第四小学校

宮田 晴風（4年）

LNGってどこから来てるの？
新潟県　新潟市立早通南小学校

鈴木 和奏（5年）

にもつをはこぶなら船？ひこうき？
兵庫県　加西市立宇仁小学校

鷹取 遵（3年）
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小学生
部門

世界の海をわたる病院船マーシー
東京都　大田区立入新井第五小学校

市川 輝将（5年）

世界とつながる港と船
東京都　大田区立入新井第五小学校

植木 海翔（5年）

船の種類新聞
新潟県　新潟市立有明台小学校

渡部 由佳（5年）
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私達の生活を支える船と港
東京都　町田市立町田第四小学校

宮田 心夏（6年）

海の平和を守る 海上保安庁新聞
東京都　大田区立 入新井第五小学校

大矢 絢人（5年）

知っておどろく！港新聞
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校

板越 嶺（5年）

佳　作
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作　品　名 都道府県名 学　校　名 学年 名　前

うたのおねがいしんぶん 兵 庫 県
加西市立
宇仁小学校

1年 鷹取　　詩

ぼくの思い出のふね 宮 城 県
仙台市立
新田小学校

2年 加藤　明士

海上保安庁と海の新聞 山 口 県
宇部市立
厚南小学校

2年 中島　瑞輝

船のひみつ新聞 東 京 都
日野市立
日野第六小学校

2年 市岡　　歩

船の上から見た海 東 京 都
世田谷区立
弦巻小学校

2年 春山すみれ

エクセレンス賞
チャレンジ
部門

※小学1・2年生対象

小学生
部門
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国土交通大臣賞
敦賀港

～It looked like heaven, too.～

東京都　宝仙学園順天堂大学系属理数インター中学校

西村 亮祐（3年）
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中学生
部門

高校生

この度は、国土交通大臣賞をいただき大変光栄です。敦賀港の
ユダヤ人受け入れの歴史を新聞としてまとめる中で、港が果たし
てきた役割や当時の人々の思いに触れ、日本という国についての
理解がより深まりました。本経験を今後の学びに生かしていきた
いです。

受賞者
コメント
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公益財団法人 日本海事広報協会 会長賞

みらいへ船新聞
千葉県　N高等学校

阿部 達也（2年）
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中学生
部門

高校生

この度は素晴らしい賞をいただきありがとうございます。取材に
協力してくださった方々に感謝申し上げます。造船・海運業界は
人手不足なので、船に興味を持ってもらえるように、わかりやす
い紙面を心掛けました。この新聞を通じて、海運業界を志す人が
増えたら嬉しいです。今回の受賞を励みに、社会に貢献できるよ
うに精進していきます。

受賞者
コメント



22

南希タイムズ 緑 神奈川県　横浜市立南希望が丘中学校 

内藤 颯馬（1年)・堀 陽葵（1年)・浅海 舜仁（1年)

優 秀 賞　
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この部活は今年、新設した新聞班で、最初は一名の部員から始
まりました。この新聞を書く頃には三名まで増えていましたが、
この賞に出すために書いた新聞を皆に配布した所、興味を持って
くれた人が集まり、今では六名になりました。どんなときも仲間
を大切にして、皆で努力してきた結果、このような素敵な賞をい
ただき、誠に光栄です。

受賞者
コメント

中学生
部門

高校生
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優 秀 賞　

船でつながる世界の国々
エジプト カイロ日本人学校中学部

飯尾 太喜（1年）
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中学生
部門

高校生

私が通っているカイロ日本人学校の修学旅行での経験を作品の内
容に入れました。この経験から得られた事も書いたため、私にし
か作れないユニークな作品が完成したと思います。スエズ運河へ
の修学旅行という貴重な経験が「ジュニア・シッピング・ジャーナ
リスト賞」の優秀賞につながり、大変驚くととも光栄に思います。

受賞者
コメント
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優 秀 賞　
三崎港新聞

～現在の三崎漁港の課題と展望～

三重県　桜丘高等学校

矢口 琳喜（2年）
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中学生
部門

高校生

自分が新聞を作成し始めて約２年が経ちます。初めて外部のコン
テストに応募した本作品で「優秀賞」という評価をしていただき、
非常に光栄です。今回は「船と港」をテーマに新聞づくりをしま
したが、これからも様々な視点から多くのものに触れた紙面作
成をしていきたいです。

受賞者
コメント
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佳　作

海事新聞
山口県　下関市立夢が丘中学校

岡本 妃菜乃（1年）

海洋資源新聞
山口県　下関市立夢が丘中学校

山村 波人（1年）
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横浜の歴史と海運業の今とこれから
東京都　豊島区立駒込中学校

中島 佑人（1年）

中学生
部門

高校生

船は日本経済を支えている
東京都　豊島区立駒込中学校

福岩 俊（1年）

佳　作

船と港新聞
三重県　桜丘中学校

高多 夏生（1年）

船から始まるSDGｓ
～持続可能な地球を目指して～

東京都　豊島区立駒込中学校

中土 瑠莉（1年）



30

インバウンドや貿易で日本を支える！世界とつながる横浜港新聞
東京都　豊島区立駒込中学校

中澤 佳之（1年）

佳　作

海洋新聞
山形県　南陽市立宮内中学校

髙橋 愛那（2年）

ただの箱じゃない！コンテナ新聞
山形県　南陽市立宮内中学校

石黒 千倖（2年）

海の仕事
山形県　南陽市立赤湯中学校

渡部 咲（2年）

海に飛ぶジェットフォイル
東京都　豊島区立千登世橋中学校

木谷 凛（2年）
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一重草新聞
三重県　桜丘高等学校

室木 咲楽（1年）

ブルーカーボン
東京都　貞静学園高等学校

長﨑 大嘉（1年）

中学生
部門

高校生

造船新聞
沖縄県　沖縄県立沖縄水産高等学校

又吉 香帆（1年）

海の仕事新聞
山形県　南陽市立宮内中学校

大竹 結月（2年）
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地球の未来を豊かに!!
～ゼロエミッション船への挑戦～

東京都　大田区立入新井第五小学校

小泉 英士（4年）

一般社団法人 日本船主協会 会長賞
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部門
共通 僕は、まさか自分の作品が受賞するとは思わなくて、とても嬉し

かったです。また、詩文でも書いたような日本の船たちが、自分
が大人になる頃にはゼロエミッションを成功させ、日本だけでな
く、世界がまたひとつ大きく進歩する日が来ると信じています。
そして、地球温暖化について、一人でも多くの人に知ってもらえた
ら嬉しいです。

受賞者
コメント
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はるの 海の子新聞
岐阜県　帝京大学可児小学校

安藤 陽乃（5年）

一般社団法人 日本造船工業会 会長賞
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部門
共通 この度は、素晴らしい賞をいただきありがとうございます。まさ

か自分が賞をもらえるなんて思ってもいなかったので驚きました。
新聞作りでは、文章を考えることが難しかったけれど、最後まで
頑張って良かったです。造船についてたくさんのことが知れたの
で、とてもいい機会でした。いつか進水式に行ってみたいです。

受賞者
コメント
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臨海物語
神奈川県　横浜市立老松中学校

根原 煌・笠嶋 夢翔・笹川 敬司（3年）

公益社団法人 日本港湾協会 会長賞
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部門
共通

この新聞は、読者に横浜港の出来事や魅力を身近に感じてほし
い、という思いで書きました。カットや説明は、読んだときに内
容が読者に伝わりやすくできるように工夫しました。この新聞を
通して、横浜港に興味をもってもらえたら嬉しいです。

受賞者
コメント
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船と私達は未来を共に歩んでいく
新潟県　新潟市立万代長嶺小学校 

田中 久留美（5年）

日本内航海運組合総連合会 会長賞
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部門
共通 この度は、「日本内航海運組合総連合会会長賞」という、素晴ら

しい賞をいただき、嬉しく思います。「船」とは、人を運ぶもの
だと思っていましたが、物も運んでいることが分かり、船をより
身近に感じました。この新聞を通して、多くの人に内航海運の良
さを知ってもらいたいと思います。

受賞者
コメント
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船の使われ方新聞
～鹿児島と東京の違い～

東京都　晃華学園中学校高等学校

船木 志穂（1年）

この度は名誉ある賞をいただきありがとうございます。また、写真の使用にご協力い
ただいた垂水フェリーの皆さんにも感謝しています。電車やバスと比べると乗る機会
が少ないフェリーですが、地域によっては同じくらい身近な乗り物であること、災害時
にも重要な役目があることをたくさんの人に知ってもらえたらうれしいです。

受賞者
コメント

一般社団法人 日本旅客船協会 会長賞
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部門
共通

審査委員特別賞
全国新聞教育研究協議会 理事長　小林 豊茂

船＆港 ワクワク新聞
新潟県　新潟市立青山小学校

三ケ月 芽郁（5年）

このような賞をいただき、とてもうれしいです。新潟東港ターミナルでガントリークレー
ンやコンテナを見たり、船や港に関することを教えてもらったりと、貴重な経験をさせ
てもらいました。難しい内容については、イラストやクイズを取り入れながら、読む人
がワクワクするような新聞を作りました。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
東京海洋大学 教授　黒川 久幸

地球の未来は日本の船がつくる
東京都　中央区立明正小学校

瀬之上 綾音（5年）
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部門
共通 素晴らしい賞をいただいて、ありがとうございます。最新の船を

調べてみると、日本の船が国内だけでなく、地球上の様々な所で
活躍し、次世代型の環境対応船など未来に活躍が期待されてい
る事がわかりました。日本の造船業再生に向けて国を挙げての取
組みが進む中、『造船大国ニッポン』が復活する日を願っています。

受賞者
コメント
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審査委員特別賞
歌手・エッセイスト・教育学博士　アグネス・チャン

イカ釣り新聞
奈良県　奈良市立朱雀小学校

西 那月（5年）
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部門
共通 夏休みの最後の日まで、一生懸命取り組みました。書きたいこと

をどの順番で書くか考えるのが大変でしたが、その分、賞をいた
だくことができてとてもうれしいです。今回の受賞で、作文や絵
を書くことがもっと好きになり、自信もつきました。この自信を
生かして、フェリーなどの大きな船についても、これからたくさ
ん調べてみたいです。ありがとうございました。

受賞者
コメント
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しんかい6500のひみつ新聞
神奈川県　横浜市立箕輪小学校

佐瀬 公志朗（2年）

審査委員特別賞
（公財）日本海事広報協会 理事長　岡部 直己
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部門
共通 一生懸命書いたので、賞に選ばれてとてもうれしいです。ありが

とうございます。ぼくは海にもぐる潜水艇に興味があるので、し
んかい6500をテーマにしてみました。三菱みなとみらい技術館
に行って、実物大の模型を見ながら調べるのが楽しかったです。

受賞者
コメント
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団 体 奨 励 賞
優れた作品を多数応募してくれた学校に贈られる団体奨励賞。5校が選ばれました。

大田区立入新井第五小学校

本校が属する大田区は、東京港のコンテナターミナルとして物流の最前線となっている令和
島があります。そんな大田区で生活する子供たちが、新聞作成を通して、船と港について考
える機会をいただけたこと、併せて光栄な賞をいただけたこと、大変喜ばしく思います。あ
りがとうございました。

受賞
コメント

聖籠町立亀代小学校

この度は、このような素晴らしい賞をいただきありがとうございます。７月に新潟東港を見
学させていただき、10月の学習発表会では、「大きなキリンが消えた日」と題して、東港コ
ンテナターミナルを見学してわかったことを発表することができました。貴重な体験をさせ
ていただき、ありがとうございました。

受賞
コメント

安芸高田市立愛郷小学校
このたびは、このような素晴らしい賞をいただき、ありが
とうございます。広島港国際コンテナターミナルを見学し、
子供たちは港の様子やコンテナについて一生懸命に調べ新
聞にまとめました。日本の運輸を支えるコ
ンテナ船の役割や、そこで働く人たちの工
夫や努力に触れることで港の重要性や運輸
の仕組みなどを実感しながら学ぶことがで
きました。このような貴重な機会をいただ
き、ありがとうございました。

受賞
コメント
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部門
共通

下関市立夢が丘中学校
このたびは素晴らしい賞をいただき、ありがとうございます。社会科と総合的な学習の一環
として、長州出島、関釜フェリー、下関造船所を見学させていただきました。事前に社会科
地理分野で海事産業について学習し、下関海事事務所の方に出前授業を行っていただいて
から見学に向かいました。フェリーの操舵室や機関室、造船作業の様子など、普段、目にす
ることのできないところも見学することができ、生徒たちもとても興味をもつとともに、こ
の学習を通して、海外との繋がりや、海事産業と私たちの普段の生活との関わりを感じるこ
とができ、大きな学びとなりました。また、造船、運輸、航海士など多くの職業が関わって
いることを知り、将来の職業選択にも役立つ機会となりました。

受賞
コメント

塩竈市立杉の入小学校
この度、ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞の学校奨励賞をいただき、誠にありがとう
ございました。私たちの住む塩竈市は、水産業、水産加工業が盛んで、マグロの水揚げや
笹かまぼこの生産が盛んな『みなとまち』です。今回は、そんな塩竈市を深く知るために、
体験乗船に参加させていただきました。学習のまとめである新聞作りを通して、自分たちの
住む塩竈市について理解を深めることが出来ました。

受賞
コメント
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